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修学旅行
in 沖縄

２年１組

２年２組

２年３組

２年４組

経
験
と
成
長　

　
　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長　

　

髙 

林
　
直 

美

　

日
頃
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
渉
外

部
の
先
生
方
か
ら
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
役
員
の
皆
様
の

御
協
力
の
下
に
行
事
を
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

行
事
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
保
護
者
の
方
々
と
交
流
す
る

機
会
に
も
恵
ま
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
じ
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
普
段
で
は
目
に
す
る
こ
と
の
な

い
道
具
や
設
備
な
ど
、
生
徒
た
ち
の
学
ん
で
い
る
環
境
を
拝

見
で
き
る
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

我
々
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
と
同
様
、
学
業
を
通
じ
生
徒
達
も
様
々

な
経
験
を
積
ん
で
お
り
ま
す
。
ご
家
庭
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
学
校
生
活
の
様
子
や
実
習
の
話
な
ど
が
会
話
に
上
が
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

我
が
家
で
も
、
娘
か
ら
牛
舎
で
の
実
習
や
牛
の
性
格
な

ど
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
普
段
の
生
活
環
境
と
は
異
な

る
こ
と
か
ら
今
ま
で
は
想
像
が
つ
か
ず
「
な
る
ほ
ど
…
」
と

聞
い
て
る
だ
け
で
し
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
テ
レ
ビ
で
学
校

生
活
や
実
習
の
様
子
を
ま
と
め
た
番
組
が
放
映
さ
れ
、
牛

舎
で
の
実
習
を
伺
い
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
牛

の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
に
つ
い
て
説
明
す
る
娘
の
姿
が
堂
々
と
し

て
お
り
、
そ
の
成
長
ぶ
り
に
感
激
を
覚
え
ま
し
た
。

　

昨
年
度
卒
業
し
た
長
男
、
本
年
度
卒
業
の
長
女
と
通
算

四
年
間
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
経

験
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
活
動
を
通
じ
、
多
く
の

保
護
者
の
方
々
と
交
流
で
き
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
少
し
寂
し
さ

も
募
り
ま
す
が
、
微
力
な
が
ら
大
役
を
無
事
に
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
感
無
量
で
す
。
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
し
て
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
保
護
者
の
皆
様
、
職
員
の

皆
様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
長
岡
農
業
高
等

学
校
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

祝
卒
業
　
～
御
礼
と
御
詫
び
～

校　

長　
　
　
　
　
　

早 

川
　
勝 

志

　

令
和
三
年
度
も
ま
も
な
く
終
わ
り
、
三
年
生
は
卒
業
で

す
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
も
含
め
、常
と
同
じ
活
動
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。
役
員
の
皆
様
に
は
、
本
来
で
あ

れ
ば
県
高
Ｐ
連
の
大
会
や
、
北
信
越
や
全
国
大
会
等
の
諸
行

事
で
各
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
交
流
、
研
修
を
し
て
い
た
だ
く
は
ず

で
し
た
が
、
規
模
縮
小
や
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
等
に
な
っ
た
た

め
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

生
徒
の
活
動
も
大
き
な
制
約
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

十
一
月
に
は
、
長
農
祭
を
規
模
縮
小
な
が
ら
も
実
施
、
十
二

月
に
は
沖
縄
修
学
旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の
も
の
が
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
一
つ
が
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
で
す
。
電
子
黒
板
が
各
教
室

に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
も
三
人
に
一
台
分
配
備
さ
れ
、
来
年

度
中
に
は
一
人
一
台
配
備
と
な
り
ま
す
。
本
校
で
も
出
席
停

止
等
の
生
徒
を
対
象
と
し
て
、Google Classroom

で
授

業
配
信
や
課
題
確
認
を
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
急
遽
進

め
た
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
は
多
く
の
問
題
が
生
じ
て
い
ま

す
が
、
多
額
の
予
算
措
置
が
さ
れ
、
学
校
が
大
き
く
変
わ
り

つ
つ
あ
る
の
は
確
か
で
す
。

　

ま
た
、
懸
案
の
老
朽
化
し
た
設
備
の
更
新
で
す
が
、
小
体

育
館
新
築
に
次
い
で
、
農
業
管
理
棟
が
今
年
七
月
か
ら
大

改
修
と
な
り
ま
す
。
私
と
し
て
は
農
場
畜
舎
改
修
に
何
と
か

繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
先
日
生
徒
及
び
保
護
者
対
象
「
体
罰
、
暴
言
、

ス
ク
ー
ル
セ
ク
ハ
ラ
」調
査
及
び「
学
校
自
己
評
価
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
回
答
は
大
部
分
が
肯
定
的
評
価
で

し
た
。
し
か
し
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
は
な
い
御
意
見
と
要
望
も

あ
り
ま
し
た
。そ
の
中
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

① 

『
コ
ロ
ナ
関
連
で
の
生
徒
向
け
行
動
自
粛
の
緊
急
メ
ー
ル

発
出
が
遅
い
』

　

→ 

今
後
は
発
出
を
増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

② 

『
コ
ロ
ナ
禍
な
の
で
必
ず
自
席
で
の
黙
食
を
徹
底
さ
せ
る

べ
き
』

　

→ 

巡
視
を
再
開
し
、
指
導
を
徹
底
し
ま
す
。

③ 

『
そ
の
時
々
の
気
温
の
状
況
に
応
じ
て
制
服
等
の
柔
軟
な

対
応
を
お
願
い
し
た
い
』

　

→ 

生
徒
に
は
、
防
寒
に
留
意
し
厚
手
の
下
着
等
着
込
む

よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。
教
室
が
寒
い
場
合
、
あ
る
い

は
コ
ー
ト
等
を
授
業
中
着
用
し
た
い
場
合
に
は
、
授
業

担
当
等
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

④ 

『
不
適
切
な
言
動
や
指
導
を
す
る
教
員
が
い
る
』

　

→ 

教
職
員
へ
は
、
県
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
指
針
に
則
っ

た
適
切
な
指
導
と
対
応
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
事
実

確
認
さ
れ
れ
ば
指
導
と
処
分
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
御
意
見
御
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
保

護
者
懇
談
等
の
機
会
に
是
非
ど
う
ぞ
御
相
談
く
だ
さ
い
。
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

月／日 行　　　　　　　　程
12／13 長岡　……　新潟　……　沖縄　──　守礼の門・首里城　──　那覇（泊）

12／14 那覇（宿）　──　体験王国むら咲むら（体験）　──　道の駅かでな（嘉手納基地展望）──　東南植物楽園（見学）　──　豊見城（泊）

12／15
ひめゆりの塔・平和祈念資料館（講話）　
──　平和祈念公園（平和の礎・県立平和祈念資料館見学）　　
──　おきなわワールド（玉泉洞・エイサー見学）──　名護（泊）

12／16 名護（宿）　──　海洋博記念公園（美ら海水族館）　……　新潟　……　長岡

◦編集後記
　コロナ禍で行事が中止になっている中ですが、先生方のご
尽力のおかげで長農祭、修学旅行など子ども達の思い出とな
る行事を行うことができました。また、研修会など保護者の
方が参加できる場もつくって頂きました。その時の様子など
を大河信濃で知っていただけたらうれしく思います。
　ご協力いただいた皆様に感謝いたします。
� （広報副委員長　佐藤　朋美）

◦広報委員〈敬称略〉
　新保　尚美／佐藤　朋美／相澤久美子
　喜多村美幸／笠原　直美／佐藤　和代
　長戸　佐知／関谷　浩行／野上　洋子
　遠藤　純子／川上　貴子／内山真由美
　髙林　直美／高橋しげり

◦写真提供者
　写真かたぎり�様
　写真部
　新聞部
各コース ▼

長岡農業高校HP

サ
ッ
カ
ー
部

●�

令
和
３
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
秋
季

地
区
体
育
大
会
中
越
地
区
サ
ッ
カ
ー

競
技
大
会

　

１
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

２

－

２　

三
条
商
業

�

（
Ｐ
Ｋ
４

－

２
）

　

２
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

０

－

17　

帝
京
長
岡

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

〈
男
子
〉

●�

第
74
回
全
国
高
等
学
校
選
手
権　

大
会
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
県
予
選

　

１
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

49

－

52　

柏
崎
常
磐

�

１
回
戦
敗
退

●�

令
和
３
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
秋
季

地
区
体
育
大
会
中
越
地
区
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

　

１
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

71

－

49　

長
岡
商
業

　

２
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

50

－

74　

県
央
工
業

●�

第
50
回
Ｂ
Ｓ
Ｎ
杯
新
潟
県
高
等
学

校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会�

中
止

〈
女
子
〉

●�

第
74
回
全
国
高
等
学
校
選
手
権　

大
会
ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
県
予
選

　

１
回
戦　

　
　

長
岡
農
業　

20

－

60　

村
上
桜
ヶ
丘

●�

令
和
３
年
度
新
潟
県
高
等
学
校
秋
季

地
区
体
育
大
会
中
越
地
区
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会

　

１
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

58

－

47　

加
茂
暁
星

　

２
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

49

－

53　

十
日
町

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

〈
男
子
〉

●
秋
季
中
越
地
区
大
会
予
選
会�

中
止

●
秋
季
中
越
地
区
大
会　
　
　
　
　

　
　

�

（
11
／
9
～
11
）小
千
谷
市
総
合
体
育
館

　

学
校
対
抗
戦
、
ダ
ブ
ル
ス
３
ペ
ア
、　

　

シ
ン
グ
ル
ス
５
名　

出
場

〈
女
子
〉

●
秋
季
地
区
大
会
予
選
会�

中
止

●
秋
季
中
越
地
区
大
会　
　
　
　
　

�

（
11
／
9
～
11
）川
口
総
合
体
育
館
・
な
か
さ
と
ア
リ
ー
ナ

　

団
体
戦　

ベ
ス
ト
８

　

３
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

２

－

３　

長
岡
商
業

　
　
　

Ｄ
１
梶
山
・
下
地
２

－

０

　
　
　

Ｄ
２
松
岡
・
穴
澤
０

－

２

　
　
　

Ｓ
１
井
関
佳
穏　

０

－

２�

　
　
　

Ｓ
２
梶
山
栞
里　

２

－

０

　
　
　

Ｓ
３
下
地
夏
実　

０

－

２

　

２
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

３

－

０　

八
海

　
　
　

Ｄ
１
梶
山
・
下
地
２

－

０�

　
　
　

Ｄ
２
松
岡
・
穴
澤
２

－

０

　
　
　

Ｓ
１
井
関
佳
穏　

２

－

０

　

ダ
ブ
ル
ス

　

ベ
ス
ト
16

�

　

梶
山　

栞
里
・
下
地　

夏
実

�

　

菊
入　

歌
純
・
仁
木　

萌
栞

　

３
回
戦
進
出

�

　

松
岡　

美
優
・
穴
澤　

菜
穂

　

２
回
戦
進
出

�

　

井
関　

佳
穏
・
五
十
嵐
希
愛

�

青
栁　

伊
吹
・
内
山　

夏
希

　

シ
ン
グ
ル
ス

�

ベ
ス
ト
16　

梶
山　

栞
里

�

下
地　

夏
実

�

２
回
戦
進
出　

井
関　

佳
穏

�

穴
澤　

菜
穂

�

五
十
嵐
希
愛

●
高
等
学
校
初
心
者
大
会　
　
　
　

　

�

（
1
／
9
）新
潟
市
東
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

シ
ン
グ
ル
ス

�

Ｂ
リ
ー
グ
優
勝　

丸
山　

祐
依

�

３
回
戦
進
出　

青
栁　

伊
吹

�

佐
藤　

陽
菜

�

重
野
由
季
奈

�

２
回
戦
進
出　

佐
野
か
り
ん

�

土
田
菜
々
実

�

田
邉　

優
月

�

内
山　

夏
希

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

〈
男
子
〉

●�

全
国
選
手
権（
春
高
バ
レ
ー
）　　

中
越
地
区
予
選�

（
10
／
16
・
17
）加
茂
高
校

　

１
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

０

－

２　

小
千
谷

　

敗
者
復
活
戦

　
　

長
岡
農
業　

２

－

０　

長
岡
向
陵

　

県
大
会
出
場
決
定
Ｒ

　
　

長
岡
農
業　

０

－

２　

三
条

　
　

長
岡
農
業　

０

－

２　

長
岡

●
秋
季
中
越
地
区
大
会　
　
　
　
　
　
　

�

（
11
／
12
）小
千
谷
市
総
合
体
育
館

　

１
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

０

－

２　

三
条
東

　

県
大
会
出
場
決
定
Ｔ

　
　

長
岡
農
業　

０

－

２　

長
岡
高
専

〈
女
子
〉

●
秋
季
中
越
地
区
大
会　
　
　
　
　
　
　

�

（
11
／
13
）小
千
谷
市
総
合
体
育
館

　

１
回
戦　

　
　

長
岡
農
業　

０

－

２　

加
茂
高
校

卓　

球　

部

〈
男
子
〉

●
秋
季
中
越
地
区
大
会�

（
11
／
２
・
３
）

　

男
子
団
体
戦

　

１
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

３

－

１　

中
越
高
校

　

２
回
戦

　
　

長
岡
農
業　

１

－

３　

小
出
高
校

山　

岳　

部

●
秋
季
全
県
大
会

　

火
打
山　

9
月
16
日
㈭
～
17
日
㈮

�

※
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止

●
基
本
技
術
講
習
会

　

長
岡
大
手
高
校　
　
　
　
　
　
　
　

　

1
月
22
日
㈯
～
22
日
㈰

�

※
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
止

音　

楽　

部

●�

第
45
回
新
潟
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン

テ
ス
ト�

（
11
／
12
）長
岡
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

　

管
楽
５
重
奏

　
　
「
ラ
ノ
ベ　

フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」�

銅
賞

　

管
楽
５
重
奏

　
　
「
ガ
ラ
ス
の
香
り
」�

銅
賞

写　

真　

部

●�

第
35
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
写
真
専
門
部
展　
　
　
　
　

�

（
11
／
3
～
7
）※
県
大
会

個
人
部
門

�

優
秀
賞　

２
年　

小
畑　

彩
乃

　
　
　
　

→�

次
年
度
第
46
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
（
東
京

大
会
）
出
場
決
定

�

奨
励
賞　

２
年　

島
宗　

唯
菜

�

〃　
　

１
年　

川
上　

朋
也

�

入
選　

３
年　

佐
藤　

千
花

�

〃 　

２
年　

伊
部　

瑠
華

�

〃 　

２
年　

長
濵　

亜
実

�

〃 　

２
年　

金
井　

日
菜

�

〃 　

２
年　

椛
澤
亜
梨
紗

�

〃 　
１
年　

木
村　

咲
奈

�

〃 　
１
年　

小
川　

亜
美

�

〃 　
１
年　

林　
　

姫
愛

�

〃 　
１
年　

松
尾　

侑
奈

�

〃 　
１
年　

石
澤　

央
珀

�

〃 　
１
年　

関
谷　

和
夢

�

〃 　
１
年　

高
橋　

佳
歩

共
同
制
作
部
門

　
　

入
選　

長
岡
農
業
Ａ

�

（
品
田
・
佐
々
木
・
佐
藤
）

　
　

入
選　

長
岡
農
業
Ｃ

�

（
小
畑
・
金
井
・
椛
澤
）

　
　

 

〃 　
長
岡
農
業
Ｅ

�

（
小
川
・
川
上
・
藤
田
・
関
谷
）

　
　

 

〃 　
長
岡
農
業
Ｆ

�

（
木
村
・
滝
澤
・
高
橋
）

学
校
賞�

第
６
位　

長
岡
農
業
高
等
学
校

●�

新
潟
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
写
真
専

門
部
合
同
撮
影
会「
佐
渡
大
会
」写
真

コ
ン
テ
ス
ト

�

奨
励
賞　

１
年　

川
上　

朋
也

�

入
選　

１
年　

関
谷　

和
夢

●�

高
等
学
校
文
化
連
盟
全
国
写
真
専
門
部

第
10
回
日
韓
中
高
校
生
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト�

※
全
国
コ
ン
テ
ス
ト

�

入
選　

２
年　

伊
部　

瑠
華

●�

第
43
回
よ
み
う
り
写
真
大
賞
中
高
生

フ
ォ
ト
部
門�

※
全
国
コ
ン
テ
ス
ト

�

入
選　

３
年　

佐
藤　

千
花

●�

エ
プ
ソ
ン
フ
ォ
ト
グ
ラ
ン
プ
リ

2021

学
生
部
門�

※
全
国
コ
ン
テ
ス
ト

�

入
選　

１
年　

滝
澤　

莉
美

●�

第
53
回
新
潟
県
写
真
サ
ロ
ン　
　

高
校
生
以
下
の
部�

※
県
コ
ン
テ
ス
ト

　

金
賞
・
新
潟
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

�

　
　

１
年　

林　
　

姫
愛

�

銀
賞　
　

２
年　

金
井　

日
菜

�

〃 　
　

１
年　

関
谷　

和
夢

�

銅
賞　
　

２
年　

伊
部　

瑠
華

�

〃 　
　

１
年　

小
川　

亜
美

�

入
選　
　

３
年　

佐
藤　

千
花

�

〃　

 　
３
年　

佐
々
木
日
和

�

〃　

 　
３
年　

品
田　

美
空

�

〃　

 　

２
年　

長
濵　

亜
実

�

〃　

 　

２
年　

島
宗　

唯
菜

�

〃　

 　

２
年　

小
畑　

彩
乃

�

〃　

 　

２
年　

椛
澤
亜
梨
紗

�

〃　

 　
１
年　

木
村　

咲
奈

�

〃　

 　
１
年　

滝
澤　

莉
美

�

〃　

 　
１
年　

川
上　

朋
也

�

〃　

 　
１
年　

澤
田　

晴
音

�

〃　

 　
１
年　

藤
田　

舞
凛

�

〃　

 　
１
年　

松
尾　

侑
奈

�

〃　

 　
１
年　

石
澤　

央
珀

�

〃　

 　
１
年　

高
橋　

佳
歩

●
第
41
回
小
千
谷
市
展　

写
真
の
部

�

佳
作　

２
年　

伊
部　

瑠
華

�

〃 　

２
年　

長
濵　

亜
実

�

〃 　
１
年　

澤
田　

晴
音

●
第
1
回
長
生
橋
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

�

入
選　

１
年　

澤
田　

晴
音

書　

道　

部

●�

令
和
３
年
度�

新
潟
県
高
等
学
校
総

合
文
化
祭
第
35
回
書
道
展�

出
展

�

吉
岡　

咲
良
、
川
上　

華
暖

●�2021

年
度
長
岡
地
区
高
等
学
校

美
術
・
書
道
展�

出
展

�

佐
藤　

美
空
、
須
佐　

ね
ね

�

西
澤　

夢
乃
、
吉
岡　

咲
良

�

川
上　

華
暖
、
峯
村　

悠
輝

●�

令
和
３
年
度
第
23
回
諸
橋
轍
次
記

念
館
書
初
め
大
会

�

諸
橋
轍
次
賞　

吉
岡　

咲
良

�

三
条
市
長
賞　

佐
藤　

美
空

�

特
選　

西
澤　

夢
乃

�

金
賞　

須
佐　

ね
ね

�

峯
村　

悠
輝

�

銅
賞　

川
上　

華
暖

美　

術　

部

●�

第
35
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
美
術
・
工
芸
、
書
道
展（W

eb

展
）

　

油
彩
画
1
点
出
品

●�

令
和
3
年
度
長
岡
地
区
高
等
学
校

美
術
・
書
道
展�

（
11
／
19
～
21
）

　

水
彩
画
9
点
、

　

ア
ク
リ
ル
・
ポ
ス
タ
ー
カ
ラ
ー
8
点
、

　

色
鉛
筆
5
点
、
デ
ジ
タ
ル
画
2
点

　

計
24
点
出
品新　

聞　

部

●�

第
35
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合　

文
化
祭

　

新
聞
部
門　

優
秀
賞

演
劇
同
好
会

●�

第
35
回
新
潟
県
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
演
劇
発
表
会
・
第
57
回
関
東

高
等
学
校
学
校
演
劇
研
究
大
会
新

潟
県
予
選
会

　

優
良
賞

●�

第
72
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全

国
大
会
令
和
３
年
度
兵
庫
大
会　

　
　

�

（
10
／
27
・
28　

兵
庫
県
神
戸
市�

ほ
か
）

●
農
業
鑑
定
競
技
会

　

分
野　

農
業

�

　

優
秀
賞　

３
年　

安
藤　
　

舞

�

優
秀
賞　

３
年　

石
坂　

晶
士

�

優
秀
賞　

２
年　

江
口　

晶
子

　

分
野　

畜
産

�

優
秀
賞　

３
年　

髙
田　

優
羽

●�

第
30
回「
私
た
ち
と
農
業
・
Ｊ
Ａ
」意

見
文

　

主
催　

�

新
潟
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会

（
Ｊ
Ａ
新
潟
中
央
会
）

　

奨
励
賞

�

　

生
産
技
術
科
３
年　

樋
口　

広
大

�

　
「
私
が
考
え
る
地
域
貢
献
」

　

奨
励
賞

�

　

生
活
環
境
科
２
年　

松
﨑　

樹
利

�

　
「
農
業
女
子
を
増
や
す
」

部
活
動
・
各
種
大
会
結
果
報
告

農
業
ク
ラ
ブ

各
種
大
会
入
賞
者

役員研修の感想
１年P　関谷　浩行

　PTA役員交流会のクリスマスケーキ作
りに参加しました。初めて生地から作り
ました。ベイキングパウダーを入れずに
卵と砂糖と小麦粉と少量の油だけでできるとは、私にとっ
て大変な驚きでした。今回どのようにしたらふっくらと膨
らむのか、レシピにはない裏技も教えていただきました。
会員同士和気あいあいとケーキづくりができ、スキルも学
ぶことができ、大変有意義な研修でした。

沖縄での修学旅行
２年１組　齋藤　彩名

　修学旅行では、沖縄のひめゆりの塔や平
和祈念公園を訪れ沖縄の戦争についてのさ
まざまなこと、そして平和の大切さを学ぶ
ことができました。その他にも沢山の沖縄
の観光地を訪れ、とても楽しい充実した修
学旅行になりました。

マリン体験　
２年３組　村越　脩吾

　私が一番印象に残っているのは、２日目
のマリン体験です。マリン体験では、沖縄
の海に入り、色とりどりの魚やサンゴを見
ました。新潟の海とは違い、12月にも関
わらず適度な水温でした。また沖縄の海に
入りたいです。

修学旅行で印象に残ったこと
2年2組　小林　煌季

　私は過日の修学旅行で、平和学習が特に印
象に残っています。３日目にひめゆりの塔及
び平和祈念公園に行きました。そこでは、綺
麗な景色とは裏腹に多くの方が犠牲となる悲
惨なことがありました。また、胸を打たれる
展示物がありました。私たちは戦争を繰り返
さないために、平和学習で学んだことを伝え
ていくことが大切だと思いました。

楽しかった修学旅行
2年4組　佐藤　和規

　私が修学旅行で一番印象に残っているこ
とは、2日目のむら咲むらでのシュノーケ
リング体験です。天気もよく、とても綺麗
な珊瑚礁と魚を見ることができました。ま
た、コロナ禍の中、様々な対策をして沖縄
への修学旅行へ行くことができ、先生方に
感謝したいと思いました。

PTA役員研修PTA役員研修12
1



女子ドッジボール優勝
３年２組

男女混合バレーボール優勝
２年３組

女子バレーボール優勝
３年１組

男子バスケットボール優勝
２年２組

12 23

PTA後期研修

１月18日に行われた校内学習成果発表会の審査結果は、以下の通りとなりました。１月18日に行われた校内学習成果発表会の審査結果は、以下の通りとなりました。

リモートでのリモートでの
発表会の様子発表会の様子

●審査結果
最優秀賞 肥育農家が求める良質素牛への道 ～80万超えを目指して～
優秀賞 マガモ米（有機質栽培とブランディング）
優秀賞 酒造りその３　
優秀賞 長農豚のさらなる肉質向上を目指して
優秀賞 新発酵食品「越の旨実」 ～地域の特性を生かした新しい特産品の開発～

コンパニオンプランツの栽培と利用
長農祭生産販売報告 ～食品製造Ⅰ専攻の活動～
飼料給与による卵黄の変化 ～パプリカ・ハーブ・シソの給与～
ヨーグルトの製造と応用
トータルステーションによる中庭の測量と図面の作製
Ｂ品キュウリの活用とウリハムシ対策
花を使った入浴剤作り
カキ果実の品質向上に向けて
エキザカムのインビトロフラワーからの順化

▪
進
路
指
導
部
よ
り

　
今
年
も
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
で
の

進
路
活
動
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
特
殊
な
状

況
下
で
も
、
三
年
生
は
積
み
重
ね
て
き
た
進
路
意
識
を
保
ち
な

が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
懸
命
に
取
り
組
ん
で
、
自
ら
の
進
路
を
決

定
し
ま
し
た
。
進
路
先
に
お
い
て
も
、
そ
の
経
験
を
活
か
し
て

活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
度
の
進
路
決
定
状
況
は
表
の
と
お
り
で
す
。
進

学
・
就
職
の
割
合
は
、
昨
年
度
と
比
べ
て
就
職
希
望
者
数
が

増
え
、
例
年
並
み
の
比
率
（
就
職
約
三
五
％
）
と
な
り
ま
し

た
。
進
学
に
お
い
て
は
、「
農
業
」
を

活
か
し
た
進
学
者
や
看
護
・
医
療
系
へ

の
進
学
者
数
が
減
少
し
ま
し
た
。（
農

業
大
学
校
は
昨
年
度
の
三
割
、
看
護
医

療
系
は
昨
年
度
の
六
割
に
。）
こ
れ
ら

の
分
野
は
年
ご
と
に
希
望
者
数
の
波
が

あ
り
、
そ
れ
以
外
の
分
野
は
ほ
ぼ
例
年

通
り
の
割
合
で
す
。
就
職
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
ほ
ど
の
求
人
控
え
は
感
じ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、「
基
準
に
見
合
っ
た
者
」

だ
け
を
採
用
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。
本
校
の
民
間
就
職

一
次
応
募
の
内
定
率
は
約
八
五
％
で
し

た
が
、
そ
の
後
も
意
欲
的
に
活
動
を
続

け
、
ほ
と
ん
ど
の
希
望
生
徒
が
内
定
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
進
路
決

定
に
お
き
ま
し
て
も
、
生
徒
を
公
私
に

わ
た
っ
て
支
え
て
い
た
だ
い
た
皆
様
方

の
お
陰
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
二
年
生
、
一
年
生
は
進
路
活
動
も
そ

れ
ぞ
れ
次
の
段
階
に
進
み
ま
す
。
土
台

と
な
る
日
々
の
授
業
や
学
校
生
活
を
大

切
に
し
、
自
己
の
進
路
と
真
剣
に
向
き

合
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

３年生進路決定状況（151名）� 令和４年２月７日現在

進　　　学 就職
その他・
未定者四年生

大学※
短期
大学

専門
学校

専門学校
（看護）

専門学校
（医療）

農業大
学校

各種
学校等 民間 公務員

14 4 68 3 4 3 1 50 0 4

※国公立大学２名含む

　肉牛、養豚、養鶏の3専攻に分かれて課
題研究に取り組んでいます。このうち、離
乳期間を遅延させることで子牛の発育を改
善しようという研究が校内学習成果発表会
で最優秀賞となり、来年度のプロジェクト
発表県大会に出場します。今年度の養豚班
のリベンジ、入賞を目指します。

　本年度は、「中庭の設計・製図」「住宅庭園の製図」「中庭前と
玄関前の修繕」「防災公園計画」「ししおどしの作製と平面図」「トー

タルステーションによる中庭の測量」「渡
り廊下横の整備」など10グループに分か
れて取組みました。
　昨年度末に導入した測量機器（トータル
ステーション）を活用した研究が2班あり
ました。

３年Ｐ　金子　香織
　今年もそば打ちに参加しました。やはり
難しく講師の島田さんや先生方に助けても
らいながら無事にできあがりよかったです。
みんなで会話を楽しみながら行うことがで
きました。今回はそばがきも作ることがで
き、そばとそばがきを美味しく食べること
ができ、とても充実した時間を過ごすこと
ができました。

球技大会を
振りかえって
３年２組　　　　　
大倉　叶愛　　

　私たち３－２はクラスマッチで優勝するこ
とが出来ました。体育の授業での練習では負
けることが多かったけど作戦を立てたりした
ことで勝てることも増えてきて、クラスの仲
もより一層深めることが出来、球技大会当日
はみんなが良いプレーをしていて優勝するこ
とが出来て嬉しかったです。

全員バレー
2年3組　田村　健人

　初めての球技大会でしたが優勝することが出来
ました。バレーボール経験者は多かったので、み
んなが緊張しないで楽しんでプレーできたと思い
ます。点を決めたとき、チームみんながコートの
中心に集まり、喜び合えた瞬間が最高でした！！

エースになりたい
2年2組　渡邉　天伸

　今回の球技大会は皆の力はもちろ
ん、エース櫻井翔太の力で優勝するこ
とができました。修学旅行があり、あ
まり練習することができませんでした
が、エースは一味違いました。ピンチ
のときに、彼が決めてくれたおかげで
優勝できました。来年は僕も目立ちた
いので積極的に点を取りたいです。目
指せ！二連覇！！

最高の思い出
3年1組　吉田　凜

　3年生最後の行事で優勝することができ
て嬉しかったです。皆で昼食を早くすませ、
昼休みなどにたくさん練習をしてきた成果
を出すことができました。試合前の円陣で
士気を高め合い、競った試合もあったり、
毎試合、ずっと緊張していました。決勝は、
皆が1番いいプレーで優勝することができ
て、最高の思い出になりました。

　草花専攻では生産から販売までの実習を行い栽培技術を身につ
け、課題研究では花壇作りや花を利用した研究を行いました。バ
イテク専攻では、茎や葉など植物の一部を培
地に培養し、増殖する技術を学び、各自でテー
マを決めた培養実験に取り組んでいます。そ
して、長年育ててきたものが徐々に販売でき
るまでに成長しています。

　ワイン、日本酒、味噌、醤油、栄養化学コースでは発酵食品を
授業に取り入れ学習活動に取り組んでいます。なぜ、発酵食品な
のかというと発酵食品は食品を学ぶための基本から応用までギュッ
と詰まった教材だからです。ワイン、日本酒を仕込むとその直後
から香り・感触などが発酵によって劇的に変化します。そして、
その変化を体感することで、食品を製造することが科学と密接に
関わっていることを実感できます。酒類は、生徒が味わうことが
できないことが残念ですが、食品に関して俯瞰的に学ぶ教材とし
ては優れていると考えています。今後もこの取り組みを続けます。

２学年より
２学年主任　槇田　善衛

　２学年は、「協調」「自律」「鍛錬」を学年目標に
学校生活を営んできました。各学科コースでは、特
色ある農業実習（実験を含む）が本格的にはじまり
ました。行事等では、6月の体育祭、11月の長農祭、
12月の修学旅行（沖縄本島）やクラスマッチなど
が行われ、長農生らしさが現れた一年であったと考
えています。今後は、探求活動や進路行事等の経験
を踏まえ、進路実現を果たしていってもらいたいです。

感動をありがとう
３学年主任　緒形　忠大

　コロナ渦の体育祭や長農祭等、昨年同
様に規模を縮小し行われた。また、課題
研究や農業実習に汗を流しながら地域に
貢献した長農を目指し、懸命に取り組む
姿に感動した。そして、最高学年として
の自覚を持ち、自己実現に向け、一人ひ
とりが高い目標を持ち努力した姿は立派
なものであった。少しでも多くの経験と
思い出を基に、これからの自己実現に向
けての活力になればと思う。

コース選択
１学年主任　高橋　康一

　1年生の総合実習は、10月25日からコース
に分かれて行われています。これまで、全８
コースを4回ずつ学び、自分の希望するコース
を考えてきました。これから3年生の課題研究
に向け、実習や授業によって専門性を高め、プ
ロフェッショナルを目指していきます。

各コースの取り組み各コースの取り組み各コースの取り組み各コースの取り組み農

動物科学コース

地域デザインコース

園芸科学コース

　栄養化学コース
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２年Ｐ　野上　洋子
　和菓子作りに参加しました。どら焼の皮
を作るのに悪戦苦闘しながらですが、とて
も楽しく作る事ができました。今回は、ど
ら焼きと、ねり切りを体験させて頂きまし
た。すごく楽しいので、是非、また参加し
たいと思いました。ありがとうございました。

和菓子作り１年Ｐ　笹崎　裕子
　研修会に初めて参加しました。校長先生
や他の保護者の方も話しやすくて、楽しい
雰囲気でした。初めてハーバリウムを作り
ましたが、思っていた以上にきれいにでき
て嬉しかったです。小学生の妹も参加しま
したが、親子で楽しめて良かったです。ま
た参加したいと思います。

ハーバリウム作り

県大会
出場

県大会
出場

県大会
出場

そば打ち
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